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今からちょうど 100 年前。1926 年（大正

15）10 月 1 日にそれまで埼玉県北足立郡横
よこ

曽根村
ぞ ね む ら

（現在の埼玉県川口市）の一部であった

浮間地域が岩淵町と合併し、東京府北豊島郡岩

淵町大字浮間になりました。そこで今回の「こ

ぼれ話」では、浮間合併の経過について、『北区

史通史編近現代』の内容を中心に紹介していき

たいと思います。 

1910 年（明治 43）の大洪水を契機に荒川

の改修工事が本格的に始まると、岩淵水門の上

流域でも第二期工事が進められ、浮間地域は新

しく開削される新 流
りゅう

路
ろ

によって本村
ほんそん

の横曽根

村と分断されることになりました。また、旧流

路も新河岸
 しんがし

川
がわ

と荒川をつなぐ運河（現在の新河

岸川）として残されたため、浮間は四方を川に

囲まれた浮島になってしまうのです。こうした

なかで浮間の住民は、新流路より川幅の狭い旧

流路の対岸である岩淵町との合併を望むよう

になりました。 

1922 年（大正 11）、横曽根村長と岩淵町

長は連名で浮間地域の岩淵町合併を申請しま

した。そこに添えられた理由書によると「本村

小学校ニ児童ヲ通学セシムルノ危険」、すなわ

ち児童通学の安全確保が最大の問題だったよ

うです。岩淵町はこの合併に異論はなく、

1922 年 10 月の町会（※町議会のこと）でも

浮間編入を議決しますが、一方の横曽根村会

（※村議会のこと）は継続審議となりました。

その理由は定かではありませんが、浮間離脱に 

 

よる地域の損失を懸念していたのかも知れま

せん。1924 年（大正 13）11 月 8 日の「東

京朝日新聞」は「延期を望む浮間合併問題」と

の見出しで、面積 150町歩
ちょうぶ

におよぶ「極めて

富裕」な地である浮間の合併は「岩淵町将来の

発展の上から見ても慶す
けい

べきである」と報じて

います。これを横曽根村側から見れば「極めて

富裕」な地の喪失に他なりません。事実、埼玉

県は浮間地域が岩淵町へ合併されると横曽根

村の維持が困難になるとして、横曽根村を川口

町（現在の埼玉県川口市）に合併させた後、改

めて浮間地域の問題を解決していくことを考

えていました。 

さて、その後も各方面での協議は続き、

1925 年（大正 14）に岩淵町への合併がほぼ

決定し、東京府、埼玉県の両知事はその内容を

内務省に伝えました。そして翌1926年2月、

区域の確定と村有財産の処分に岩淵町会、横曽

根村会が異議なしと答申して合併が正式に決

定、同年 10 月 1 日付でようやく東京府北豊

島郡岩淵町大字浮間が誕生したのでした。 

地域の歴史に詳しい方ならば、浮間地域はも

ともと埼玉県に属していて、荒川の河川改修で

岩淵町と合併し、東京府に編入されたと知って

いる方も多いのではないかと思います。ただ、

実際には、様々な協議を重ねつつ、4 年もの歳

月を経てようやく実現した地元住民の悲願、そ

れが浮間地域の岩淵町合併だったのです。 

                                              

 【地域資料専門員 保垣 孝幸】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区の部屋・今月の展示  

「マンホールの蓋から読み解く地域の歴史」 

 上記の歴史講演会の関連展示です。今回は、北区図書館活動区民の会 地域資料部会が作成しました。

ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

「北区が登場する本のリスト」 

更新しました！ 

 
北区立図書館では、“北区”に関する記述の

ある本の目録『「北区」が登場する本のリスト』

を作成し、毎年１０月に情報を更新していま

す。今年も区内全図書館に更新したリストを

区内全館に置きましたので、ご覧ください。 

 リストにある本には背表紙に【さくらマー

ク  】が貼ってあります。お手にとってど

んな“北区”が描かれているか、ぜひチェッ

クしてみてください。 

※リストは図書館ホームページでもご覧いた

だけます。 

【北区が登場する本】の情報は随時募集中で

す。皆様からの情報をお待ちしております。 

今年も開催します！ 

～東京文化財ウィーク 2026～  

 
東京都教育委員会では、毎年１１月３日

（文化の日）を中心に、都内全域の文化財の

公開やさまざまなイベントを実施する『東京

文化財ウィーク』を開催しています。北区で

も旧醸造試験場や旧古河邸（大谷美術館）、旧

渋沢家飛鳥山邸の特別公開や各種講座の開

催などがあります。詳しくは下記のホームペ

ージでご確認ください。 

（ガイドブックの配布はありません） 

 

 ＜文化財ウィーク 2026 開催期間＞ 

◇特別開催事業 

10 月 24 日（土）～11 月 3 日（火・祝日） 

◇企画事業 

10 月 1 日（木）～11 月 30 日（月）まで 

 

◆問い合わせ先： 

東京都教育庁地域支援部管理課 

文化財保護担当  ☎03-5320-6862 

https://www.syougai.metro.tokyo.lg.jp/sesaku/

week.html 

 

歴史講演会「マンホールの蓋から読み解く地域の歴史」 開催しました！ 

      企画・運営：北区図書館活動区民の会 

 ９月５日（土）当館３階ホールにて、マンホーラー（鉄
てつ

蓋
ぶた

鑑賞愛好家）竹内正則氏・白浜公平氏のお

二人による講演会を開催しました。マンホール蓋
ぶた

を路上に残された歴史資料として捉
とら

える「街
がい

蓋学
がいがく

」と

いう独自の視点から北区の歴史をひもといていきました。お二人で話の掛け合いをしながら、講座は 

講座は進んでいきました。参加者から「今後、町歩きが楽しくなりそう。」 

「マンホールからこんなに歴史を深堀できるなんて思わなかった。」 

等の声があがりました。 

■展示期間：9 月 26 日（土）～１０月 21 日（水） 

■展示場所：「北区の部屋」企画展示コーナー 

 

用紙は、 

各図書館の 

カウンターや 

記載台に設置 

してあります 

講演会の様子 

https://www.syougai.metro.tokyo.lg.jp/sesaku/

